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泉
地
区
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
老

人
会
の
役
員
が

、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
た
総
会
で
決
定
し
ま
し
た

。
又

、

各
部
落
の
区
長
・
組
長
さ
ん
等
も
決

ま
り
ま
し
た
の
で

、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
ま
す

。

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 木口 譲 

℡４７－０３５３ 

 

【
役
員
】 

会 

長 
 

赤
松 

邦
夫 

副
会
長 

 

藤
中 

忠
範 

監 

事 
 

芝 
 

博
之 

〃 
 
 

髙
田 

義
行 

 

東 
 

隆
洋
（
出
目
一
区
） 

二
宮 

淳
三
（
出
目
二
区
） 

赤
松 

邦
夫 

（
興 

野 

々
） 

伊
勢
本
英
司
（
岩 

 

谷
） 

清
水
登
喜
男
（
上 

 

川
） 

谷
口 

憲
雄
（
小
西
野
々
） 

藤
中 

忠
範
（
小 

 

倉
） 

 

支 

部 

長 

土
居 

 

清
矩 

副
支
部
長 

井
芝 

 

千
章 

事 

務 

局 

谷
口 

 

敏
雄 

女
性
部
長 

栗
木 

ミ
エ
子 

体
育
部
長 

武
内 

 

孝
一 

理 
 

事 

池
下 

 

義
章 

監 
 

事 

古
松 

 

太
司 

〃 
 

  

高
田 

 
 

孝 

 

  

赤
松
邦
夫 
自
治
会
長 

 

土
居
清
矩 

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

 

渡
邊
眞
次 

鬼
北
町
議
会
議
員 

 

行
定
洋
嗣 

泉
小
学
校
長 

 

山
下
里
美 

向
日
葵
の
会 

 

谷
口
泰
彦 

青
年
学
級
代
表 

 

髙
田
展
明 

公
民
館
長 

 

木
口 

譲 

公
民
館
主
事 

 

水
野 

広
志
（
出
目
一
１
） 

森
岡 

純
雄
（
出
目
一
２
） 

山
本 

浩
一
（
出
目
一
３
） 

高
田 

義
行
（
出
目
一
４
） 

中
西  

義
信
（
出
目
一
５
） 

 
 

芝 
 

正 

（
出
目
一
峠
） 

高
田 

和
夫
（
出
目
一
中
島
） 

 

清
水 

和
久
（
出
目
二
新
田
） 

金
谷 

士
郎
（
出
目
二
谷
喜
来
） 

節
安 

道
夫
（
興
野
々
芳
） 

行
定 

甫 

（
興
野
々
寺
） 

 
 

行
定 

民
師
（
興
野
々
中
） 

稲
澤 

浩 

（
興
野
々
東
） 

 
 

伊
勢
本
英
司
（
岩
谷
上
） 

渡
辺 

泰
介
（
岩
谷
下
） 

 
 

 

堀 
 

敬
洋
（
上
川
市
ヶ
成
） 

新
倉 

一
英
（
上
川
本
村
） 

 
 

岡
本 

嘉
史
（
上
川
豊
永
） 

足
利 

篤
代
（
小
西
野
々
上
） 

 

甲
岡 

正
男
（
小
西
野
々
下
） 

都
能 

重
敏
（
小
倉
川
崎
） 

 
 

井
上 

廣
幸
（
小
倉
町
２
） 

 
 

都
能 

宣
親
（
小
倉
下
住
） 

 
 

高
内 

健
治
（
小
倉
町
１
） 

芝 

博
之 

（
小
倉
上
住
） 

芝 

庄
一 

（
小
倉
宮
口
） 

山
本 

和
文
（
小
倉
轟
） 

一年間よろしくお願いします。 



　　（泉小2年）

た
か
の
す
学
級

開
講
式
・
太
鼓
教
室

　
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
も
の
の
、
指
導
の
う
ま
さ
も

あ
っ
て
次
第
に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

に
な
り
、
練
習
場
に
は
太
鼓
の
美
し

い
音
色
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

中
か
ら
、
将
来
の
魁
を
担
う
人
が
出

る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
せ
る
太
鼓
教

室
で
し
た
。

　
ご
指
導
い
た
だ
い
た
兵
頭
一
輝
さ

ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

参
加
し
た
、
た
か
の
す
学
級
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

はい、ポーズ！

　
四
月
十
六
日
に
、
今
年
度
の

た
か
の
す
学
級
開
講
式
と
、
太

鼓
教
室
を
、
永
野
市
の
太
鼓
集

団
「
魁
」
練
習
場
で
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
か
ら
、
泉
小
五
・
六

年
生
合
同
で
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
員
そ
ろ
っ
て
も

十
人
と
い
う
、
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
学
級
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
そ
の
う
ち
九
人

が
顔
を
そ
ろ
え
て
、
指
導
者
で

あ
る
魁
元
メ
ン
バ
ー
の
兵
頭
一

輝
さ
ん
と
、
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
兵
頭
久
弘
さ
ん
と
山
内
翔

平
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
和
太

鼓
の
種
類
の
説
明
の
後
、
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
演
奏

し
て
、
和
太
鼓
の
楽
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　　　　カット
　　山久保琉生
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三
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
初
め
は
自
分
に
勤

ま
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、

困
っ
た
と
き
は
地
域
の
皆
様
に

い
つ
も
助
け
て
い
た
だ
き
、
充

実
し
た
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
は
、
泉
小
学
校
で

生
活
支
援
員
と
学
校
支
援
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

と
違
う
仕
事
に
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
公
民
館
で
の
経

験
を
活
か
し
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
学
校
と
地
域
合
同
の
行

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
梓カット：山久保僚克（泉小4年）

　
四
月
よ
り

、
前
任
の
松
浦
さ

ん
に
代
わ
り
管
理
人
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す

、
興
野
々
の

行
定
美
智
代
で
す

。

　
今
ま
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多

か

っ
た
た
め

、
公
民
館
の
管
理

人
と
い
う
仕
事
が

、
私
に
務
ま

る
の
だ
ろ
う
か
と

、
不
安
な
気

持
ち
で
い

っ
ぱ
い
の
中
着
任
し

ま
し
た

。
会
議
等
で
公
民
館
に

い
ら
し
て
い
た
だ
く
地
域
の

方
々
に

、

「
何
も
心
配
せ
ん
で

い
い
け
ん

、
何
で
も
言
う
て

よ
！

」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き

、
勇
気
づ
け
ら
れ

、
少
し
ず

つ
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら

や

っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す

。

　
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が

、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
行
定
　
美
智
代

カット
渡邊　翔（泉小1年）
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雨の日は本とともに。

どならない子育て 

【
伊
藤
 
徳
馬
 
著
】
 

 
「
ど
な
ら
な
い
子
育
て
」

を
親
御
さ
ん
が
練
習
す
る

こ
と
で
、
実
際
に
ど
な
る

頻
度
を
少
し
減
ら
し
て
、

し
つ
け
の
負
担
感
を
少
し

減
ら
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。
 

【
林
 
真
理
子
 
著
】
 

 
僕
は
ず
っ
と
自
費
出

版
の
本
を
つ
く
っ
て
き

た
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
自

分
の
恥
部
を
す
べ
て
さ

ら
け
出
す
よ
う
な
こ
と

が
出
来
た
ら
、
彼
ら
は
作

家
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

マイストーリー  

私の物語 

神様とつながる 

開運ごはん 

【
開
運
料
理
人
 
ち
こ
著
】
 

 
ご
は
ん
は
”
た
ま
し

い
”
の
栄
養
で
す
。
ち
ゃ

ん
と
ご
は
ん
を
食
べ
れ
ば
、

運
が
よ
く
な
り
ま
す
。
食

べ
方
を
変
え
る
だ
け
で
、

確
実
に
、
あ
な
た
の
運
は

よ
く
な
り
ま
す
。
 

王とサーカス 

【
米
澤
 
穂
信
 
著
】
 

 
元
新
聞
記
者
の
女
性
が

訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
で
起
こ

る
連
続
殺
人
事
件
。
疑
問

と
苦
悩
の
果
て
に
た
ど
り

着
い
た
痛
切
な
真
実
と

は
？
 

新・御宿かわせみ 

お伊勢まいり 

【
平
岩
 
弓
枝
 
著
】
 

 
お
な
じ
み
御
宿
か
わ

せ
み
の
一
行
が
、
と
あ
る

事
情
か
ら
お
伊
勢
ま
い

り
へ
。
そ
の
道
中
で
待
ち

受
け
る
も
の
は
…
 

ラク～に生きるヒントが
見つかる般ニャ心経 

【
監
修
 
加
藤
 
朝
胤
】
 

 
般
若
心
経
を
猫
の
写
真

と
と
も
に
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
苦
し
い
気

持
ち
や
嫌
な
気
分
の
と
き

に
、
よ
く
効
き
ま
す
よ
。
 



　
こ
の
四
月
か
ら

、
町
内
四
つ
の

公
民
館
と
小
学
校
を
対
象
に

「
放

課
後
子
ど
も
総
合
対
策
事
業

」
が

始
ま
り
ま
し
た

。

　
こ
れ
は

、
学
校
が
終
わ

っ
て
保

護
者
等
が
帰
宅
す
る
ま
で
の
間

、

希
望
す
る
児
童
を
公
民
館
で
預
か

る
事
業
で
す

。

　
現
在
泉
地
区
で
六
人
の
児
童

が

、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い
ま

す

。

　
こ
れ
ま
で
有
志
の
方
よ
り

、
パ

ズ
ル
や
折
り
紙
等
ご
提
供
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が

、
見
守
り
を
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら

、
泉
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す

。

　
な
お
今
回
の
公
民
館
報
に

、
当

事
業
の
児
童
が
書
い
た
イ
ラ
ス
ト

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

。

★
今
後
の
予
定
★

〈
六
月

〉

八
日
　
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
　
　
事
業
田
植
え

九
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
文
化
部
会

十
四
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

二
十
五
日
　
た
か
の
す

　
　
　
学
級
カ
ヌ
ー

教
室

〈
七
月

〉

二
日
　
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室

三
日
　
広
見
川
等

　
　
　
統
一
河
川
清
掃
日

五
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
女
性
部
会

十
二
日
　
ク
ロ

ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
夏
季
大
会

二
十
九
日
　
た
か
の
す

　
　
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

（
～
三
十
日

）

三
十
一
日
　
消
防
団

　
　
　
　
　
　
夏
季
訓
練

編 集 後 記

　管理人さんが異動されました
が、私自身三年目を迎えること
から、経験を活かしつつ、サ
ポート出来ればと思います。よ
ろしくお願いします。（K）

　
　
　
お
詫
び

　
先
月
号
の
見
出
し
を

、
二
〇
一

六
年

（
平
成
二
十
八
年

）
一
・
二

月
号
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

、
こ

れ
は
二
・
三
月
号
の
誤
り
で
し

た

。
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す

。

放
課
後
子
ど
も
総
合

対
策
事
業
に
つ
い
て
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カット：増田菜歩（泉小1年）

男
の
料
理
教
室

　
今
年
度
最
初
の

「
男
の
料
理
教

室

」
が
四
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し

た

。

　
こ
の
日
は

、
稲
苗
が
各
家
庭
に
届

く
日
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り

、
六
人
の

参
加
と
い
う
状
況
で
し
た
が

、
出
目

の
山
本
静
子
さ
ん
の
ご
指
導
の
も

と

、
山
芋
の
唐
揚
げ
な
ど
五
品
を
作

り
ま
し
た

。

　
最
後
に
出
来
上
が
り
を
試
食
し

て

、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た

。

　
山
本
さ
ん

、
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。

おいしいですよ！


